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個別①住吉小学校 

個別②住吉神社 

１．意見聴取の対象と流れ 

河川堤防（新設部） 

河川堤防 

（新設部、護岸三面張り） 

海岸堤防 

中心市街地活性化 

基本計画対象区域 

市街地再開発事業 

土地区画整理事業 

土地区画整理事業（産業） 

都市公園事業 

高盛土道路 
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パブリックコメント 広域の意見 

１２月１６日 

地域の意見 

地域とのワークショップを開催（２回） 
 ※１２月２２日、１月１８日 

１２月中旬～１月中旬 １１月１５日 

個別の意見 

 個別①住吉小学校ワークショップ 

     ４～６年生（７９名） 
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 個別②住吉神社  ： 関係者 
 ※１２月１３日、２月１８日 

個別の意見 

１月２９日 

１１月２１日～１２月２０日 途中報告 

（結果とりまとめ・対応方針 検討） 

第
３
回
検
討
会 

３月５日 



■趣 旨 

・月 日 ： 平成２５年１１月１５日（金） 

・時 間 ： １３時１５分～１４時５５分（５・６時間目）の計１時間４０分 

・会 場 ： 住吉小学校 体育館 

・対 象 ： 住吉小学校生 合計７９人 （内訳 ６年生 ２４人、 ５年生 ２６人、 ４年生 ２９人） 

        住吉小学校教員 ４名 

 新たに造る堤防・護岸を、地域の特
色や利活用に配慮して整備していく上
で、近接する住吉小学校の子供達の
意見を聞き、整備の参考にさせて頂く
ために行う。 

（１） 実施概要 

グループワーク 各グループの意見発表 ■実施概要 

・グループワーク 

  個人の自由意見の交換（してみたいこと、あったらいいもの） 

・各グループの意見発表 

■内 容 

２．住吉小学校ワークショップ 



▲子供たちが話し合い、つくりあげたアイデア 

▼個別のグループに分かれて、話し合い ▼堤防整備等に関する説明 

▲みんなの前で各グループの意見を発表 

▲協力いただいた 
  住吉小学校 
  4年生、5年生、6年生 
  のみなさん 



（２） いただいた意見の概要 （一部抜粋） 

住吉小学校 

旧北上川 歩道 

≪堤防でしたいこと≫ 
 
•ランニングがしたい 
•花火がしたい 
•ソリ遊び、段ボールすべりがしたい 
•花や木を植えたい 
•サイクリングがしたい 
•花見がしたい 
•絵を描きたい 
•遊び（階段登り、ゴロゴロ転がる） 
•バーベキューがしたい 
•ラジコンがしたい 
•くつろぎたい 
•虫取りがしたい 
•サイクリング 
•ランニング 
•ソリすべり 

≪堤防にほしいもの≫ 
 
•ベンチがほしい 
•花壇がほしい 
•休憩所がほしい 
•プールがほしい 
•サイクリングロードがほしい 
•花火を見る席がほしい 
•花畑がほしい 
•観覧車がほしい 
•桜並木がほしい 
•神社がほしい 
•ベンチ 
•桜の木、花 
•休憩所 
•花時計 

 

≪水辺でしたいこと≫ 
 
•魚やザリガニ取りをしたい 
•釣りをしたい 
•水切り遊びをしたい 
•カヌー、ボート遊びをしたい 
•川遊びをしたい 
•花火をしたい、花火を見たい 
•ラジコンをしたい 
•花見をしたい 
•虫取りをしたい 
•釣り、釣り場 
•渡し船 
•生き物がいる池 

≪水辺にほしいもの≫ 
 
•釣り場、釣り堀がほしい 
•遊び場がほしい 
•ベンチがほしい 
•生き物にふれられる場所がほしい 
•池がほしい 
•バーベキュー場がほしい 
•プールがほしい 
•ボート乗り場がほしい 
•花壇がほしい 
•花火を見る席がほしい 
•街灯がほしい 
•休憩所がほしい 
•時計がほしい 
•水飲み場がほしい 
•川（小川）がほしい 
•渡し船がほしい 
•銅像がほしい（川村孫兵衛など） 
•ベンチ 
•桜の木、花 



 今後の検討を進めるにあたり、地域の方々のお考えを反映するため、これまでの検討案
（第２回検討会時点）についてご意見を募集した。 

【意見募集期間】  H25年11月21日（木）～H25年12月20日（金） 

(1) 国土交通省 北上川下流河川
事務所 閲覧室（正面玄関脇） 

 北上川下流河川事務所ホームページ
（http://www.thr.mlit.go.jp/karyuu/）に掲載さ
れている検討案をご覧いただき、意見募集様
式に記入のうえ、メールまたはFAXにて送付し
ていただいた。 

（１） 実施概要 

■趣 旨 

■実施概要 

【意見募集方法】 

① ホームページから 

 閲覧場所にて検討案をご覧頂き、意見募集
様式に記入のうえ、備え付けの投函箱に投函
していただいた。 

② 閲覧場所から 

(2) 石巻市役所 5階 市民サロン 

２．パブリックコメント 



（２） いただいた意見の概要 （一部抜粋） 
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①検討案に対する意見の傾向 

Q1. かわまちづくりの基本方針、設計・デザイン
の方針の案について 

■検討の基本方針について 

半数以上が「良い」との回答であった。「良くない」との
回答は少なかった。 

Q3.堤防の法線の線形について 

66.7％が「良い」との回答であった。 

Q2. 川側の堤防前のテラス高のイメージについて  

半数以上が「良い」と回答し、続いての回答は「もっ
と水面より高い方が良い」であった。 

Q4.川前の護岸法線の線形について 

66.7％が「良い」との回答であった。一方、「もっと直線
的にスッキリしたほうが良い」の回答数は、低かった。 
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の入り組みなどの
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11.1%
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Q5.川側のテラス前面の捨石護岸について  Q6.水際にヨシや、中高木の植栽について 

61.1％が「良い」と回答し、続いての回答は「良くな
い」で、回答数は27.8％とやや多かった。 

■堤防・護岸等の基本形状について 

■護岸形状・テラス空間について 

半数以上が「良い」との回答であった。また、「良くな
い」と「普通」が伴に16.7％と同じであった。 



【中央地区】 

 「良い」との回答は38.9％であった。一方、「良くない」の回答は16.7％であった。 

【住吉小学校前】 

 半数の50％が「良い」との回答であった。「良くない」と「わからない」の回答数は同様の11.1％であった。 

【住吉神社前】 

 半数の50％が「良い」との回答であった。一方、「良くない」とする回答は無かった。 

【南浜地区】 

 半数の50％が「良い」との回答であった。「良くない」とする回答は11.1％であった。 

【湊地区】 

 湊地区の「良い」の回答は高く38.9％であった。続いて、「良くない」とする回答が22.2％とやや多かった。 

■各拠点の整備の方向性について 
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②自由意見 （堤防・護岸・テラス整備に関わる改善点や要望） 

２．堤防・護岸等の基本形状について 

Q2. 川側の堤防前のテラス高について 

●子どもが水とふれあえるぐらいの近さがあって良いです。 

●危険性はあると思うが、親水性という面では非常によいと思われる。 

Q3.堤防の法線の線形について 

●日和山からの眺望に配慮して欲しい。 

Q4.川前の護岸法線の線形について 

●川岸の形は、昔から川の利用と自然の水の流れでつくられてきたものだと思うので、今

の形をあまり変えない方がよい。 

●住吉公園、巻石など生かしていただくとうれしいです。 

１．検討の基本方針について 

Q1. かわまちづくりの基本方針、設計・デザインの方針案について 

●洪水・津波に対する構造物は「常にできるだけ小さくなるように努力」することが大事な

のではなく、洪水・津波の被害から守る高さや強度をもった施設として欲しい。 

●人々が様々なことに利用できる、堤防とテラスにして欲しい。 

３．護岸形状、テラス空間について 

Q5.川側のテラス前面の捨石護岸について 

●大淀川の写真を見ると、赤茶けた石は似合わない感じがするし、石が大きすぎて歩き

づらそうに見える。 

●捨石護岸にした場合、転んだりした時に大ケガになるような事態が想定される。 

●魚類等の生息に欠かせない物であり、必ず実施してほしい。 

●安全対策が取れれば良いと思う。（高齢者、子供用） 

●住吉～中央の区間は石積み護岸にして欲しい。昔ながらの風景も残して欲しい。 

Q6.「水際にヨシや、中高木の植栽を行うものとしておりますが、どのように考えますか？ 」

での自由意見 

●上流からのゴミが木に引っかかって滞留し、美観を損ねる可能性が高くなると思うが。 

●水辺テラスが殺風景にならない様、中高木の植栽は是非お願いします。 

●植えるにしても水際にこだわらないで、利用と日陰の方向を考えて植える場所を決める。 

５．旧北上川河口部の水辺整備に関する自由意見 

●水辺を散歩できるようになることは良いと思いますし、大いに利用したい。 

●人通りが少ない時などに津波警報が出たときに水辺周辺にいる人たちへの避難の

周知方法の整備(防災無線の設置等)･高潮警報、津波警報の水辺周辺の監視シ

ステムの整備。 (TP7.2m 4.5mの堤防が建設されると、テラスの状況、水面の高さ

など、住宅側から見ることができなので、監視カメラの設置、その映像の情報提

供。) 

●今の水辺は、その当時使える材料で作られ、年月によってなじんできたものと思い

ます。デザインにこだわるよりも年月とともになじんでいく仕組みも必要だと思いま

す。 

●川・海→津波→怖い というイメージだけでなく、子供達が川・海で遊び水辺で暮ら

せて楽しい、良かったと思えるように整備を進めてください。 

  折角の機会なのだから遊び心も考慮してもいいのではないでしょうか？ 

●内海橋から下流側については、地形上、普段でも流れが急な箇所があり、波浪等

の影響により水辺に近づくことが危険な場合があり、過去に何度か水難事故が発

生し、亡くなった方もいるので、フェンス等により水際を仕切り、捨石等は景観配慮

を目的としないで、魚類等の生物の生息を目的として整備を考えてほしい。 

●人々が憩い・集うことができる水辺整備をお願いします。 

●堤防により向かい側の町が完全に見えなくなり、今まで以上に向かい側の町が遠く

感じるようになります。せめて川には近づきやすく、親しみやすくしてください。 

４．各拠点整備の方向性について 

●湊地区は住民のニーズを聞きとり立案。 

●中央地区について、川開きやマンガ館のイベント、商店街のイベント等、様々な催

しものがある。これから復興するにつれて人もたくさん来るようになるので、川から

堤防の間はもっと広いほうがよい。 

●親水護岸は賛成であるが、安全性を配慮した構造としてほしい。 

●中央には水際ギリギリに柵が必要。 

●住吉小学校前は、自然環境の創出については環境学習ができて良いと思うが、堤

防はまっすぐが良い。 



月 日 ： 平成２５年１２月２２日（日） 
時 間 ： １３時００分～１７時００分 
会 場 ： 石巻市役所 ５階 市民活動ルーム 
参 加 ： 一般参加者 ２３名、一般聴講者 ４名  

 旧北上川河口の堤防・護岸整備にあたり、復興まちづくりと連
携した水辺空間のデザインを地域の方々に考えてもらい、「旧
北上川河口かわまちづくり」に反映する。 

 九州大学大学院 工学研究院 教授 島谷幸宏 
 東北大学 災害科学国際研究所 准教授 平野勝也 

 （１）旧北上川の良いところ・悪いところ（改善すべきところ） 
 （２）旧北上川河口の使い方・したい事、欲しいもの、 
   子供達に残したいもの、良い景色など 
 （３）かわまち検討案への意見、改善点 

第１回ワークショップ実施状況（石巻市役所５階） 月 日 ： 平成２６年１月１８日（土） 
時 間 ： １３時００分～１７時００分 
会 場 ： みなと荘 大広間 
参 加 ： 一般参加者 ２１名 

第２回ワークショップ実施状況（みなと荘） 

■趣 旨 

■実施概要 

●第１回  

●第２回  

■アドバイザー 

■グループワークテーマ 

（１） 実施概要 

３．市民ワークショップ 



■第１回ワークショップ 

▼グループワークの状況 ▼各班の発表 

▼グループワークの成果 

平成２５年１２月２２日（日） 
石巻市役所 ５階 市民活動ルーム 



■第２回ワークショップ 

▼グループワークの状況 ▼各班の発表 

▼グループワークの成果 

平成２６年１月１８日（土） 
みなと荘 大広間 



（２） いただいた意見の概要 （一部抜粋） 

平成24年12月22日 第1回ワークショップ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

〈テーマ１〉旧北上川の良いところ 

環境   自然環境  
 
        

 
    水質 

水量・水源に恵まれた 
ヨシ原と､ヨシ原に住む生物が多様 
潮の干満がある 
鮭の産卵が見られる 
汽水域があることで多種多様な生態系 

景観   
 
        
 
 

 
     

日和山からの展望 
日和大橋から上流を見た景色 
稲井石の石垣 
水量が多く水辺と視線が近い 
船が連なっている景色 
山と川で景色が美しい 
ゆったりしている 

歴史･文化  
 
 
 
 

石山があり､石屋さんが多い 
舟運の歴史 
河口部の史跡 
歴史的に川辺が使われ生活感がある 
川の変遷の歴史がおもしろい 

防災 
 

歴史的な治水により洪水が少ない 

利用   イベント  
 
    スポーツ 
 
 
 
    ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ 
    
 
    渡し船 

川開き祭り 
川開きでボートレース大会 
水空間を利用したスポーツ､レジャーが出来る 
ランニング・散歩コース 
旧真野川（支流）をプール代わりとして利用 
中瀬という自然の公園 
街と水際の距離が短い 
親水性 
魚釣り 
渡し船 

※青字：分類、黒字：意見 

平成25年1月18日 第2回ワークショップ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

環境   自然環境  
 
        

 
    水質 
 
 

川端は石材による置き石なので生態系には良い環境
だと思う 

柳の種類が日本一の川 
魚や鳥などの動物がたくさんいる 
山が近く自然が豊か 
昔はプールが無く小学校時代は川で泳げるくらい綺
麗だった 

景観   
 
        
 
 

 
 
     

川が長い・広い 
中瀬があること 
日和山からの見晴らしが良い 
大きな船の航行風景が見られる 
山桜が川面から山頂まできれい 
アシが美しい 
石積みの護岸が長く落ち着きがありすばらしかった 
朝・夜太陽や月が映ってきれい（中央地区上流部） 

歴史･文化 
 

運河の歴史 
住吉神社前 

利用   イベント  
 
 
    スポーツ 
    ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ 
 
 
    舟運 
 
    観光 
 

ツールド東北がある 
川開き祭り 
川湊らしい行事ができる空間 
川でカヌーやボートで遊べる川 
海の魚が釣れる 
子ども達が川の側で遊んでいる 
人々が川を見ながら散歩できる川 
舟下りができる 
船が多く活気があった 
萬画館がある 
観光資源が多い 

川の魅力 
 
 

川と中心街近い 
水辺が近い 
川に近づける楽しめる川 



〈テーマ１〉旧北上川の悪いところ 

平成24年12月22日 第1回ワークショップ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

環境   自然環境  
 
    水質 

全体的に緑が少ない 

生態的な連続性が失われている 

水質が悪い 

景観   
     

落ち着いて景色を眺めることができる場所がない 
人工的な造成が多い 

防災 
 
 

内水の心配 
満潮時に浸水する（高潮被害） 
無堤防地区 

利用   ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ  
 
 
    安全利用 
    施設(橋梁) 
 
    川へのｱｸｾｽ 
    
 
    舟運 
 
    船着場 
    利用者ﾏﾅｰ 

親水空間が少ない 
川辺に公園が少ない 
人々が集まる場所が少ない 
中瀬の所等､流れが速い 
橋の数が少ない 
渋滞の原因 
川に降りていける所がほとんどない 
川の駐車場が少ない 
多くの人が車で遊びに行けない 
渡し船がなくなり不便 
遊覧船､貸しボート等､水に近づける仕掛けが少ない 
レジャーボートの係留場所がない 
釣り人同士の縄張り争いがある 

河川管理  ゴミ  
      不法係留 

ゴミが多い 

放置船が多い 

川の魅力 
     

生活に身近ではなくなっている 
川沿いに賑わいがない 

周辺交通  
 

一方通行の道が多い 

平成25年1月18日 第2回ワークショップ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

環境   自然環境  
 
    水質 

全体的に緑が少ない 

生態的な連続性が失われている 

水質が悪い 

環境  自然環境   
     
    水質 

入江が無くなった 
思ったより水辺の自然が少ない 
近年水質の悪化 

防災 
 

洪水に対して弱い 
今回の津波被害では船の損害が多かった 

利用   イベント 
    ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ  
 
 
 
 
    安全利用 
 
    施設(橋梁) 
 
 
 
 
    川へのｱｸｾｽ 
    観光 
 
 
    その他 

川開き花火が内海橋から見られなくなった 
親水空間が無くなった 
海の魚が釣れなくなってきた 
ボートで遊べない 
川で遊べなくなっている 
キャンプが出来ない 
中瀬くらいから流が早い 
救助道具の設置がない 
桟橋があればいい(舟がつけれる)  
川の側にワークショップ等が行える建物がない 
学習棟が使えない 
運河交流館の早期開館が望ましい 
トイレが無い 
駐車場が少ない 
魚市場が無くなり川岸の賑わいが無くなった 
中瀬に料理屋が無いのでゆっくり川を見る場所が無く
なった 

北上川流域の交流が少ない 

河川管理  ゴミ  
      不法係留 

川がゴミや流木等が流れる川になった 

違反漁船や不法係留 

景観 
     
 

水辺の連係がない 
岸の形がかくかくしている 
排水の様子が汚らしく見える 

歴史・文化  歴史を伝えられるものが無くなってきている 

※青字：分類、黒字：意見 



平成24年12月22日 第1回ワークショップ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

〈テーマ２〉旧北上川の使い方・したいこと 

レクリエーション 

 

 

水遊び 

川べりBBQ 

釣り 

イベントへの配慮 

 

 

 

 

石切場体験 

花火観覧 

祭り 

町内会の集い 

北上川フェアでカヌー 

スポーツ      堤防利用 

 

 

          水面利用 

 

ウォーキング 

ジョギング 

ハーフマラソン 

ジェットスキー 

ボート､カヌー 

舟運 

 

舟運体験 

自然とのふれあい 

 

バードウォッチング 

自然とのふれあい 

残したい場所 

 

聖人堀 

河川管理 

 

堤防を各地区で運営 

※青字：分類、黒字：意見 

平成25年1月18日 第2回ワークショップ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

レクリエーション 

 

 

 

凧揚げ 

散歩 

釣り 

キャンプ 

イベントへの配慮 

 
花火観覧 

スポーツ      水面利用 

 
カヌー・ボート遊び 

舟運 

 
船渡し 

自然とのふれあい 

 

 

 

ビオトープを作り川の生物観察 

環境学習（小学生） 

ヨシ原の復活 

植樹 

その他 

 

水辺を見ながら食事 

船着場 

 
ヨットハーバー 



平成25年1月18日 第2回ワークショップ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自然とのふれあい 

 

 

川口地区の鳥が集まる場所 

館山の桜 

景観 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アシ原 

日和大橋から望む旧北上川及び海 

川口地区の谷地を残したい 

日和山から見た中瀬 

湊地区から見た日和山・羽黒山 

中瀬・内海橋 

中央地区から見た湊地区の景色 

住吉公園・雄島 

石巻大橋 

牧山から旧北上川の景色 

日和山からの眺め 

残したい場所 

 

千石船 

歴史・文化の伝承 

 

 

 

 

石材加工場 

住吉神社 

石積み護岸の姿 

住吉地区の相馬藩の遺構と倉 

※青字：分類、黒字：意見 

平成24年12月22日 第1回ワークショップ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

レクリエーション 

 

 

住吉公園 

釣り場を子供達に 

景観 

 

 

 

 

 

内海橋から見る上流の景色 

日和山から見た中瀬 

日和山からの川沿い景色 

日和山から日和大橋 

日和大橋から石巻 

船から見る護岸と街並み 

残したい場所 

 

 

 

 

聖人堀 

小運河（広小路） 

石蔵の街並み 

藤巻稲荷神社 

秋葉神社（中瀬） 

舟運 

 

歴史的舟運 

自然とのふれあい 

 

ヨシ原 

鳥・魚・カニがいる川 

歴史・文化の伝承 

 

造船の歴史 

灯籠流し 

〈テーマ２〉旧北上川の子供達に残したいもの・良い景色 



平成25年1月18日 第2回ワークショップ 
 
 
 
 
 
 
 

平成24年12月22日 第1回ワークショップ 
 
 
 
 
 
 

〈テーマ２〉旧北上川に欲しいもの【全体】 

安全利用 
 
 
川や堤防へのｱｸｾｽ 
 
 
休憩施設 
 
ｲﾍﾞﾝﾄへの配慮 
 
 
ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ 
 
 
 
 
ｽﾎﾟｰﾂ 
 
 
船着場 
 
 
緑化 
 
 
 

救助道具の配置 
ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰに配慮した堤防 
 
大規模駐車場  
水際のｽﾛｰﾌﾟ 
 
東屋､ｺﾞﾐ箱､ﾍﾞﾝﾁ､ﾄｲﾚ 
 
ｺﾝｻｰﾄｽﾃｰｼﾞ 
花火ｽﾍﾟｰｽ 
 
水泳ができる場所 
犬が遊べるｸﾞﾗﾝﾄﾞ 
BBQ 
ﾐﾆ公園 
 
ｻｲｸﾘﾝｸﾞﾛｰﾄﾞ 
ﾏﾗｿﾝｺｰｽ 
 
かわど 
船舶の保管箇所 
 
桜・いちょう並木 
市民花壇 
長い花畑 
日陰 

安全利用 
 
 
川や堤防へのｱｸｾｽ 
 
 
休憩施設 
 
 
 
ｲﾍﾞﾝﾄへの配慮 
 
 
 
ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ 
 
ｽﾎﾟｰﾂ 
 
 
舟運 
 
 
 
船着場 

救助用具 
階段などの安全対策 
 
水辺に降りる階段 
駐車場 
 
水辺で遊べる場所 
ﾄｲﾚ･ﾍﾞﾝﾁ・東屋 
ﾌﾟｰﾙ 
 
どんと際が出来る場所 
川開き祭りの拠点となる
広場 
 
ﾊﾞｰﾍﾞｷｭｰ施設 
 
ｻｲｸﾘﾝｸﾞﾛｰﾄﾞ 
ｶﾇｰ乗り場 
 
屋形船 
蒸気船 
遊覧船 
 
船着き場 

※青字：分類、黒字：意見 

自然とのふれあい 
 
ｻｲﾝ（情報案内等） 
 
歴史・文化の伝承 
 
店舗等の設置 
 
景観 
 
河川管理 
 
配慮事項 
 
照明設備 
 
周辺地域との連携 
 
 
人材育成 
 
橋梁 
 
発電施設 

生物が来れる水辺 
 
ﾋﾞｭｰﾎﾟｲﾝﾄｻｲﾝ 
 
造船の歴史館 
 
茶屋､屋台､ｶﾌｪ 
 
変化のある川辺 
 
距離標 
 
稲井石の路面は×､滑る 
Uﾀｰﾝできる場所 
堤防上に街灯 
 

日和山から牧山ｹｰﾌﾞﾙｶｰ 
日和大橋にｴﾚﾍﾞｰﾀｰ 
背後の開発と連続 
川案内人 
 

橋の増設 
 

水流発電 

自然とのふれあい 
 
 
 
 
 
ｻｲﾝ（情報案内等） 
 
店舗等の設置 
 
景観 
 
 
河川管理 
 
防災 

ﾋﾞｵﾄｰﾌﾟ 
河岸に柳 
ﾎﾟﾌﾟﾗ植栽 
桜並木 
緑がたくさんある堤防 
 
観光案内板 
 
ﾚｽﾄﾗﾝ 
 
行ってみたいと思うよう
な、河川の形状・植生 
 
不法係留対策 
 
災害の教訓を伝えるもの 
防災ﾏｯﾌﾟ 
避難路を意識した階段 
津波情報のｽﾋﾟｰｶｰ 



＜住吉神社・住吉公園＞ 
 

 
ｲﾍﾞﾝﾄへの配慮 
 
 
 
ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ 
 
 
ｽﾎﾟｰﾂ  
 
船着場 
 
残したい場所 

花火を見る段々の堤防 
孫兵衛船体験 
どんと祭ができる場 
 
住吉公園の整備 
水とふれあえる場所 
 

ﾎﾞｰﾄやｶﾇｰの繋げる場所 
 

船着き場 
 

｢袖の渡り｣ 
雄島との間の水路 

船着場 
 
河川管理 

船着き場 
 
水質観測所 

第1回ワークショップ 第2回ワークショップ 

＜中央＞ 
 

 
ｲﾍﾞﾝﾄへの配慮 
 
 
舟運 
 
船着場 
 
景観 
 
周辺地域との連携 

＜南浜･門脇＞ 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

〈テーマ２〉旧北上川に欲しいもの【地区別①】 

※青字：分類、黒字：意見 

第1回ワークショップ 第2回ワークショップ 

川や堤防へのｱｸｾｽ 
 
ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ 
 
 
舟運 
 
 
 
船着場 
 
残したい場所 
 
防災 

ﾏﾘｰﾅと祈念公園とのつながり 
 

公園との一体化 
釣り場 
 

屋形船の運営 
渡し船 
水陸ﾊﾞｽ等 
 

ﾖｯﾄﾊｰﾊﾞｰ 
 

ちびっこ広場(船魂神社) 
 

ｼｬﾜｰｹﾞｰﾄ 

ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ 

 

 

船着場 

 

防災 

 

川の駅 

釣り場 

川が見える公園 

 

ﾏﾘｰﾅの整備 

 

慰霊施設 

 

川の駅 

第1回ワークショップ 第2回ワークショップ 

屋外ｽﾃｰｼﾞ 
花火鑑賞場所 
 

水上ﾊﾞｽ(ｻﾝﾌｧﾝ行) 
 

離島航路の発着場 
 

内海橋のﾗｲﾄｱｯﾌﾟ 
 

堤防と街づくりがﾌﾗｯﾄ 
 

川や堤防へのｱｸｾｽ 
 
 
スポーツ 

石巻市街から水辺へ行
きやすいアプローチ 
 
カヌー体験施設 



＜中瀬＞ 
 
 ＜川口･湊･八幡＞ 

 

 

＜不動･井内＞ 
 
 

※青字：分類、黒字：意見 

第1回ワークショップ 第2回ワークショップ 

ｲﾍﾞﾝﾄへの配慮 
 
 
ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ 
 
 
舟運 
 
自然とのふれあい 
 
防災 
 
周辺地域との連携 

ｵｰﾌﾟﾝｽﾃｰｼﾞ 
花火鑑賞場所 
 

お魚釣りｾﾝﾀｰ 
釣り桟橋 
 

渡し船 
 

ﾖｼ原復活 
 

水灘慰霊塔 
 

背後に総合ｸﾞﾗﾝﾄﾞ 

ｲﾍﾞﾝﾄへの配慮 
 
ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ 
 
 
船着場 
 
川の駅 

お祭りが出来るステージ 
 
釣り場 
親水公園の設置 
 
ヨットハーバー 
 
川の駅 

第1回ワークショップ 第2回ワークショップ 

ｲﾍﾞﾝﾄへの配慮 
 
ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ 
ｽﾎﾟｰﾂ     堤防利用 
 
     水面利用 
 
緑化  
舟運 
店舗等の設置 
芸術 

石切場を体験ｴﾘｱに 
花火を簡単に打上 
公園 
ｻｲｸﾘﾝｸﾞﾛｰﾄﾞ 
ﾄﾚｯｷﾝｸﾞｺｰｽ 
水上ｽｷｰ 
ﾎﾞｰﾄやｶﾇｰ 
桜並木 
川沿いに屋台村 
法面が石の彫刻 
川べりにｱｰﾄ作品集積 

スポーツ 
 
舟運 

サイクリングロード 
 
貸しボート 

第1回ワークショップ 第2回ワークショップ 

ｲﾍﾞﾝﾄへの配慮 
ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ 
 
ｽﾎﾟｰﾂ 
舟運 
船着場 
歴史・文化の伝承 
 
 
店舗等の設置 
残したい場所 
防災 
周辺地域との連携 
橋梁 

萬画館をｽｸﾘｰﾝにしたｲﾍﾞﾝﾄ 
親水公園 
浮きﾌﾟｰﾙの復活 
ﾎﾞｰﾄやｶﾇｰの繋げる場所 
観光遊覧船 
船着き場 
千石船の復元 
ｻﾝﾌｧﾝ復元 
船の資料館 
ｶｼﾞﾉ 
秋葉神社 
下流側のみに堤防(津波) 
日和山からのﾛｰﾌﾟｳｪｰ 
自転車用の橋 
浮桟橋 
中瀬に渡る太鼓橋 

ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ 
 
 
ｽﾎﾟｰﾂ 
 
舟運 
 
船着場 
 
自然とのふれあい 
 
店舗等の設置 
 
景観 
 
川の駅 

子供が川と親しむ施設 
キャンプ場 
 
カヌー体験施設 
 
萬画館とｻﾝﾌｧﾝ館を結ぶ遊覧船 
 

船着き場 
 
魚の観察場所 
 
オープンカフェ 
 
川をゆっくり眺められる場所 
 
川の駅 

〈テーマ２〉旧北上川に欲しいもの【地区別②】 



＜橋梁＞ 

 

 

〈テーマ３〉かわまち検討案に対する意見､改善点【全体】 

平成24年12月22日 第1回ワークショップ 
 
 
 
 
 
 
 

安全利用 
 
 
 
川や堤防へのｱｸｾｽ 
 
 
 
休憩施設 
 
 
 
 
 
緑化 
 
 
 
 
 
自然とのふれあい 

場所によってﾌｪﾝｽを考え
てほしい 
救助用具の配置 
 

階段だけでなくｽﾛｰﾌﾟを設
けてほしい 
ﾐﾆ駐車場がほしい 
 

水辺に直接近づける場所 
東屋､ﾄｲﾚもｾｯﾄでほしい 
ﾍﾞﾝﾁは木で作ってほしい 
電源･水場を設置してほし
い 
 

花壇 
住居側に緑を見せてほし
い 
木はなるべく移植してほ
しい 
 

自然を考え､もっと全体に
作ってほしい 

※青字：分類、黒字：意見 

平成25年1月18日 第2回ワークショップ 
 
 
 
 
 
 
 

安全利用 
 
 
 
 
川や堤防へのｱｸｾｽ 
 
 
 
 
 
 
 
 
休憩施設 
 
 
 
 
 
ｲﾍﾞﾝﾄへの配慮 

拠点毎に救助用具を設置し
て欲しい 
階段に工夫をして欲しい
（雪が溶ける等） 
 

川に足をつけれる場所が欲
しい 
低水路部の階段を200ピッ
チで設置して欲しい 
堤防からのスロープが少な
い（特に右岸） 
住宅地から川まで上り下り
が多いため川が遠く感じる 
 

休憩所を設置して欲しい 
トイレ・ベンチ・東屋等が
欲しい 
日陰が出来る木や東屋が欲
しい 
 

テラスが広く取れる区間で
はイベントが出来る空間にし
て欲しい 

ｻｲﾝ（情報案内等） 
 
 
 
景観 
 
 
 
防災 
 
 
 
 
 
 
配慮事項 
 
 
 
照明設備 
 
その他 

観光･学習等のﾎﾟｲﾝﾄ的な
案内板を設置してほしい 
ﾋﾞｭｰﾎﾟｲﾝﾄ看板 
 

堤防景観に変化がほしい 
 

積石で歴史性を 
 

津波が来る事がわかる様
な何かがほしい 
水害の際には石垣の方が
いい 
旧北上川水位の周知する
仕組みがほしい 
 

自転車と歩行者を分ける
工夫 
足に優しい材料 
 

防犯対策として街灯 
 

堤防利用者向けの音響 

ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ 
 
 
 
 
 
船着場 
 
自然とのふれあい 
 
 
 
 
 
 
ｻｲﾝ（情報案内等） 
 
 
景観 
 
配慮事項 
 
 
照明設備 

ヨシを利用した公園が欲し
い 
階段設置箇所を増やし2～3
箇所ごとに釣り場が欲しい 
親水空間の水辺を多く設置
して欲しい 
干潮満潮に対応できるかわ
どにして欲しい 
魚が住みやすく人が川に近
寄れる水辺にして欲しい 
昔のようにヨシ原を再現し
て欲しい 
地域にあった樹木が欲しい 
並木は等間隔ではなく密集
させて欲しい 
昔の様子を伝えられる案内
板を設置して欲しい 
 

船から陸地が見える視点が
欲しい 
人が歩くスペースの舗装は、
津山のモクモクランドのよう
なチップ舗装にして欲しい 
所々に外灯が必要 

川や堤防への 
ｱｸｾｽ 
景観 
周辺交通 

堤防から鎮守大橋へ上がれる
ように 
内海橋のライトアップ 
東内海橋も車が通れるように 



＜中央＞ 
 
 

第1回ワークショップ 

＜南浜･門脇＞ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

＜住吉神社・住吉公園＞ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

第2回ワークショップ 

第1回ワークショップ 第2回ワークショップ 第1回ワークショップ 第2回ワークショップ 

〈テーマ３〉かわまち検討案に対する意見､改善点【地区別①】 

※青字：分類、黒字：意見 

安全利用 
川や堤防へｱｸｾｽ 
 
 
ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ 
 
船着場 
 
緑化 
残したい場所 
河川管理 
防災 
 
 
 
 
照明施設 
川の駅 

ﾏﾘｰﾅは他の場所の方が良い 
南沢地区(1.2k付近)に坂路を
設置 
祈念公園とのつながり 
釣り場公園 
休息場所の設置 
ﾏﾘｰﾅの設置 
門脇のかわどは必要ない 
木陰 
聖人堀 
川の深さを維持 
旧北上川(右岸1.6k～2.2k)の
背後地を堤防の高さに埋め戻し
(避難所) 
水防災拠点 
内水改善 
夜も活用出来るように照明 
水上ﾊﾞｽ 

川や堤防へのｱｸｾｽ 
 
ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ 
 
 
その他 

幅が広い階段が欲しい 
 
公園計画を早く固めて欲しい 
釣り場が欲しい 
 
内港をもっと大きくして欲し
い 

川や堤防へのｱｸｾ
ｽ 
 
 
ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ 
船着場 
 
 
 
景観 
 
配慮事項 

住吉神社裏のｱｸｾｽ擁壁を
やめる 
高齢者の安全･ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰ 
親水公園がほしい 
住吉小学校前のかわどは
子供たちが降りて遊んでし
まうため､かわどは少なく 
かわどの設置 
住吉神社前から中瀬を見
渡せる階段 
住吉神社と雄島は嵩上げ､
住吉神社の松は前にあった
場所に移植 
巻石は手をかけないでほ
しい 

川や堤防へのｱｸｾ
ｽ 
 
ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ 
 
 
舟運 
 
船着場 
 
河川管理 
 
 
橋梁 

駐車場が欲しい 
 

住吉公園を広くして欲し
い 
 

渡し場が欲しい 
 
雄島船着き場が欲しい 
 

水質観測所を設置して欲
しい 
 

雄島に橋をつくること 

船着場 
 
店舗等の設置 
景観 
河川管理 
 
防災 
配慮事項 
 
周辺地域との連携 

ﾏﾘｰﾅは不要 
ｶﾇｰ乗り場･ｽﾛｰﾌﾟ 
市場がほしい 
見せるﾎﾟﾝﾌﾟ場  
堤防まで利用(占用)で
きるように 
震災啓蒙施設の設置 
堤防はこれ以上の盛土
はいらない 
背後地のまちづくりは
堤防とﾌﾗｯﾄに 

川や堤防へのｱｸｾｽ 

 

 

 

 

景観 

駐車場が欲しい 

堤防から背後地への利

用がしやすいようにして

欲しい 

 

再開発の建物から旧北

上川が眺められるような

堤防高にして欲しい 



＜中瀬＞ 
 
 

＜川口･湊･八幡＞ 
 
 

＜不動･井内＞ 
 
 

第1回ワークショップ 第2回ワークショップ 

第1回ワークショップ 第2回ワークショップ 

第1回ワークショップ 第2回ワークショップ 

※青字：分類、黒字：意見 

川や堤防への 
ｱｸｾｽ 
休憩施設 
ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ 
 
 
ｽﾎﾟｰﾂ 
緑化 
 
 
ｻｲﾝ（情報案内等） 
 
河川管理 
 
 
防災 

釣り場へのｱｸｾｽ確保 
 

親水広場､ﾄｲﾚを設置 
芝生の場所を作ってほし
い 
ﾃﾗｽを活用しﾊﾞｰﾍﾞｷｭｰ 
ﾏﾗｿﾝ､ｻｲｸﾘﾝｸﾞ 
植栽は､四季折りに楽しめ
るように 
梅･桜並木 
被災前の街側ｿﾞｰﾝが何
だったかわかる様にｻｲﾝ 
川の深さを維持 
維持管理は町内会等で皆
で考える 
水防災拠点 

川や堤防への 
ｱｸｾｽ 
 
 
 
休憩施設 
船着場 
 
自然との 
ふれあい 
 
 
景観 
 
周辺交通 

駐車場が欲しい 
川へ降りる階段が欲しい 
テラス幅が広く取れる区間で
階段は50m程度で設置して欲しい 
腰積み箇所には階段も必要 
トイレが欲しい 
かわどにカヌーが付けれるよ
うにして欲しい 
親水スペースに砂浜が欲しい 
入江のような空間が欲しい 
震災前のように魚やカニが集
まるような場所にして欲しい 
住宅が近いため堤防天端の並
木が欲しい 
堤防沿いに道路が欲しい 

休憩施設 

ｽﾎﾟｰﾂ 

自然とのふれあい 

ｻｲﾝ（情報案内） 

歴史・文化の伝承 

防災 

川の駅 

ﾄｲﾚ･休憩所の設置 

ｶﾇｰ乗り場･ｽﾛｰﾌﾟの設置 

ﾋﾞｵﾄｰﾌﾟの整備 

ｲﾍﾞﾝﾄのｲﾝﾌｫﾒｰｼｮﾝ板の設置 

歴史や伝統の学びの施設 

防波堤 

川の駅 

川や堤防へのｱｸｾｽ 

ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ 

公園計画を早く固めて欲しい 

萬画館近くに船着き場が欲しい 

休憩施設 
 
船着場 

東屋･ﾍﾞﾝﾁを設置 
 

ｶﾇｰ用のｽﾛｰﾌﾟ 
かわどは中瀬の上流に
もほしい 
ﾎﾞｰﾄｽﾀｰﾄ 

安全利用 
 
 
川や堤防への 
ｱｸｾｽ 
ｲﾍﾞﾝﾄへの配慮 
 
ｻｲﾝ（情報案内） 
 

安全対策としてデッキに
はフェンスを設置して欲し
い 
川へ降りる階段が欲しい 
 

水辺にどんと際が出来る
場所を残して欲しい 
津波の記録を伝えられる
ような物が欲しい（石碑） 

〈テーマ３〉かわまち検討案に対する意見､改善点【地区別②】 


